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要　

旨

鎌
倉
期
に
生
き
た
女
性
の
自
伝
的
作
品
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
は
、

涙
の
表
象
・
泣
く
場
面
が
群
を
抜
い
て
多
い
。
作
品
に
は
、
生
ま
れ
る

以
前
よ
り
後
深
草
院
の
寵
を
得
る
運
命
が
定
め
ら
れ
、
宮
中
の
錯
綜
し

た
男
女
の
構
図
の
中
に
翻
弄
さ
れ
、
後
に
御
所
を
追
放
さ
れ
、
出
家
し

た
類
稀
な
人
生
が
綴
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
的
と
も
捉
え
得
る
内

容
に
涙
は
つ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
他
作
品
と
比
較
す
る
と

そ
う
は
言
い
切
れ
な
い
。
涙
は
表
現
手
段
と
し
て
意
図
的
に
選
ば
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
精
神
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
衣
の
表
出
に
関
連
し

て
、
身
体
性
を
も
暗
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
作
品
の
特
質
は
あ
る
。

１　

は
じ
め
に

『
と
は
ず
が
た
り
』
は
日
記
文
学
に
ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
る
作
品
の

中
で
も
、
群
を
抜
い
て
涙
の
表
象
・
泣
く
場
面
の
多
い
作
品
で
あ
る
。

日
記
文
学
に
共
通
す
る
執
筆
動
機
が
喪
失
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
死

と
い
う
対
象
喪
失
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
涙
の
表
象
・
泣
く
場
面

が
多
く
と
も
不
思
議
は
な
い
の
だ
が
、
ジ
ャ
ン
ル
全
体
を
見
渡
す
と
意

外
に
そ
う
で
も
な
い
。「
涙
」「
泣
く
」「
泣
く
泣
く
」
の
語
例
の
比
率

も
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
。

仮
名
日
記
文
学
の
嚆
矢
『
土
佐
日
記
』
に
は
「
泣
く
」
の
語
例
が
４

例
、
和
歌
に
「
涙
川
」
が
１
例
見
出
せ
る
の
み
で
、
成
人
し
た
男
性
が

泣
く
記
述
は
な
い
。
鎌
倉
期
初
頭
の
『
た
ま
き
は
る
』
は
仕
え
て
い
た

三
人
の
女
院
の
死
と
い
う
対
象
喪
失
を
執
筆
動
機
と
し
な
が
ら
、「
泣

く
」
は
皆
無
、「
泣
く
泣
く
」
が
２
例
、「
涙
」
は
１
例
に
過
ぎ
な
い
。

私
家
集
に
も
ジ
ャ
ン
ル
分
け
し
得
る
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
や
一

人
称
の
物
語
と
も
言
い
得
る
『
う
た
た
ね
』
に
は
「
泣
く
」
よ
り
「
涙
」

が
圧
倒
的
に
多
い
。『
中
務
内
侍
日
記
』
に
は
「
涙
」
８
例
、
南
北
朝

期
の
『
竹
む
き
が
記
』
に
は
「
涙
」
６
例
、
い
ず
れ
も
「
泣
く
」
は
皆

無
で
あ
る
。

泣
く
場
面
の
多
い
作
品
、『
蜻
蛉
日
記①

』『
讃
岐
典
侍
日
記②

』
に
つ
い

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
み
る
涙
の
表
象―

衣
・
身
体
性
に
関
連
し
て―
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身
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性
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て
は
既
に
論
じ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
涙
」「
泣
く
」
の
表
象
は
作
品

の
特
質
を
物
語
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
で
は
、
夫
や
子
ど
も
と
の
関
係
性

の
変
容
、
そ
れ
に
伴
う
心
情
の
変
化
が
「
涙
」「
泣
く
」
の
表
現
か
ら

あ
ら
た
め
て
明
確
に
な
る
。『
讃
岐
典
侍
日
記
』
は
、
堀
河
天
皇
崩
御

に
際
し
て
号
泣
す
る
宮
廷
女
房
た
ち
の
描
写
に
独
自
性
が
あ
る
が
、
時

間
の
経
過
に
と
も
な
っ
て
涙
の
修
辞
表
現
が
多
く
な
る
こ
と
を
見
逃
せ

な
い
。
描
写
・
表
現
の
変
化
に
愛
の
対
象
と
し
て
の
亡
き
帝
の
意
味
づ

け
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
現
象
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
涙
の
表
象
・
泣
く
場
面
に
い
か
な
る

特
徴
が
あ
り
、
執
筆
意
図
と
い
か
な
る
関
連
が
あ
る
の
か
を
考
え
た
い
。

（
な
お
、
宮
廷
生
活
が
背
景
の
巻
一
〜
三
を
上
巻
、
出
家
し
た
後
の
巻

四
・
五
を
下
巻
と
捉
え
て
論
ず
る
。）

２　
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る
泣
く
場
面
の
特
徴

《「
涙
」
と
「
泣
く
」》

泣
く
こ
と
に
涙
は
つ
き
も
の
だ
が
、『
伊
勢
物
語
』『
蜻
蛉
日
記
』『
紫

式
部
日
記
』『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
み
る
限
り
、
表
現
上
「
泣
く
」
と

「
涙
」
は
互
換
性
が
希
薄
で
あ
る
。「
泣
く
」
と
表
記
さ
れ
た
場
合
に
は

声
が
伴
う
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い③

。

勅
撰
集
、
私
撰
集
、
私
家
集
の
例
を
見
渡
す
と
、
全
般
に
和
歌
表
現

に
は
「「
涙
」
の
用
例
数
は
「
泣
く
」
を
は
る
か
に
上
回
る
。「
泣
く
」

は
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
「
音
を
の
み
ぞ
泣
く
」
な
ど

の
修
辞
を
伴
い
、
ま
た
、
動
物
の
鳴
き
声
に
泣
き
た
い
気
持
ち
を
唱
和

さ
せ
る
の
が
常
套
で
あ
る
。

一
方
、「
涙
」
は
「
泣
く
」
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
多
様
に
表
象
さ

れ
る
。
ま
た
、
和
歌
表
現
の
特
徴
と
し
て
、
直
接
「
涙
」
の
語
を
用
い

ず
に
、
露
、
雨
、
雫
等
に
譬
え
、
袖
や
袂
を
濡
ら
す
も
の
と
捉
え
る
修

辞
は
珍
し
く
な
い
。「
涙
」
は
、
美
化
、
劇
化
、
異
化
さ
れ
て
重
層
的

な
詩
的
世
界
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。

《
和
歌
と
散
文
》

『
と
は
ず
が
た
り
』
全
五
巻
に
和
歌
は
163
首
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
「
涙
」
の
語
を
使
用
せ
ず
に
涙
を
暗
示
す
る
も
の
は
、
巻
一

に
６
首
、
巻
二
に
３
首
、
巻
三
に
５
首
、
巻
四
に
２
首
、
巻
五
に
５
首

あ
る
。「
涙
」
の
語
例
に
合
せ
る
と
16
首
、
５
首
、
９
首
、
８
首
、
11
首
、

計
49
首
と
な
る④

。

『
と
は
ず
が
た
り
』
で
は
、
散
文
に
お
け
る
表
現
が
和
歌
に
融
合
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
袖
」「
袂
」
が
涙
、
泣
く
行
為
を
示
す
の
は
、

和
歌
表
現
の
常
套
で
あ
る
が
、『
と
は
ず
が
た
り
』
で
は
、
む
し
ろ
散

文
表
現
に
多
い
。
涙
に
纏
わ
る
「
袖
」「
袂
」
の
語
例
を
表
に
示
す
と

次
の
よ
う
に
な
る
。（　
　

）
内
は
そ
の
う
ち
の
和
歌
の
用
例
数
。
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3

『とはずがたり』にみる涙の表象

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

計

袖

28（
11
）
13（
４
）
14（
４
）
15（
６
）
11（
５
）
81（
30
）

袂

９（
５
）
４（
１
）
５（
１
）
３（
０
）
４（
２
）
25（
９
）

中
で
も
「
袖
の
涙
」
と
い
う
連
語
が
散
見
す
る
。
表
に
示
す
と
次
の
よ

う
に
な
る
。（　
　

）
内
は
そ
の
う
ち
の
和
歌
の
用
例
数
。

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

計

袖
の
涙

７（
３
）
４（
１
）
９（
２
）
６（
０
）
４（
１
）
30（
７
）

関
連
表
現

涙
の
袖
１

涙
の
袖
１

「
袖
の
涙
」
も
散
文
に
多
い
。
散
文
の
語
例
23
例
中
19
例
、
和
歌
の

語
例
７
例
中
５
例
の
主
体
は
二
条
で
あ
る
。

し
か
し
、
和
歌
表
現
の
「
涙
」
の
表
象
は
、
ま
っ
た
く
散
文
と
同
様

で
は
な
い
。
概
し
て
恋
の
歌
に
は
「
涙
」
が
多
い
が
、
詩
的
表
現
の
「
涙
」

は
、
修
辞
・
誇
張
・
象
徴
性
が
そ
の
特
徴
で
あ
り
、
現
実
に
涙
し
た
と

は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
二
条
自
身
の
体
験
、
二
条
が
目

に
し
た
泣
く
光
景
、
涙
す
る
場
面
が
記
述
さ
れ
る
散
文
を
優
先
し
て
論

じ
た
い
。

《「
涙
」「
泣
く
」「
泣
く
泣
く
」
の
語
例
・
泣
く
主
体
・
泣
く
理
由
》

「
涙
」「
泣
く
」「
泣
く
泣
く
」

『
と
は
ず
が
た
り
』
全
体
の
「
涙
」「
泣
く
」「
泣
く
泣
く
」
の
用
例

数
を
表
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。（　
　

）
内
の
上
段
は
散
文
、

下
段
は
和
歌
の
用
例
数
で
あ
る
。

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

計

涙

24
（
16
８
）
10
（
９
１
）
25
（
19
６
）
21
（
17
４
）
20
（
14
６
）
100
（
75 

25
）

泣
く

９
（
９
０
）
２
（
２
０
）
６
（
６
０
）
０

０

17
（
17
０
）

泣
く
泣
く
１
（
１
０
）
４
（
４
０
）
２
（
２
０
）
１
（
１
０
）
４
（
４
０
）
12
（
12
０
）

そ
の
他

涙
河
１

涙
ぐ
む
１

酔
泣
き
１

涙
川
３

涙
が
ち
１

涙
も
ろ
さ
１

「
涙
」
の
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
下
巻
に
は

「
泣
く
」
の
用
例
が
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
表
現
に
は
「
泣
く
」「
泣

く
泣
く
」
の
用
例
が
全
く
な
い
。

泣
く
主
体

散
文
部
分
に
限
り
、「
涙
」「
泣
く
」「
泣
く
泣
く
」
の
主
体
を
用
例

の
多
い
順
に
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

涙

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

計

二
条

12

２

14

16

12

56

有
明
の
月

４

５

９

後
深
草
院

３

３

人
々

１

１

２

さ
さ
が
に
の
女

２

２
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比
喩

１

１

親
王
将
軍

１

１

伏
見
院

１

１

計

16

９

19

17

14

74

泣
く

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

計

二
条

７

１

３

11

有
明
の
月

２

２

父

１

１

雪
の
曙

１

１

さ
さ
が
に
の
女

１

１

稚
児

１

１

計

９

２

６

17

泣
く
泣
く

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

計

有
明
の
月

３

１

４

二
条

２

２

人
々

１

１

２

父

１

１

稚
児

１

１

足
摺
説
話

２

２

計

１

４

２

１

４

12

泣
く
理
由

「
涙
」「
泣
く
」「
泣
く
泣
く
」
の
理
由
は
、「
男
女
の
間
柄
」（
35
例
）

と
「
人
の
死
」（
21
例
）
が
圧
倒
的
に
多
い
。

主
体

涙

泣
く

泣
く
泣
く
計

人
の
死

二
条

そ
の
他
の
登
場
人
物

10６

１１

２１

13８

男
女
の
間
柄
二
条

そ
の
他
の
登
場
人
物

1011

６４

０４

1619

上
巻
に
集
中
す
る
泣
く
理
由
・
男
女
の
間
柄
の
う
ち
、
二
条
以
外
の

登
場
人
物
の
例
19
例
中
15
例
が
有
明
の
月
の
泣
く
場
面
で
あ
る
。

《『
と
は
ず
が
た
り
』
に
み
る
涙
の
表
象
・
泣
く
場
面
の
特
徴
》

涙
の
表
象
・
泣
く
場
面
の
特
徴
と
し
て
、
男
女
の
間
柄
で
流
さ
れ
る

涙
が
多
い
こ
と
、
涙
の
表
現
に
袖
と
袂
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
、
泣
く
人

物
と
し
て
二
条
の
次
に
有
明
の
月
が
多
い
こ
と
を
指
摘
出
来
る
。
ま
た
、

和
歌
散
文
と
も
に
、
露
に
譬
え
、
袖
や
袂
を
濡
ら
す
も
の
と
し
て
表
現

さ
れ
る
な
ど
、
多
様
性
、
重
層
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
自
ず
と
宮
中
に
お
け
る
女
性
と
し
て
の
二
条
の

位
置
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
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5

『とはずがたり』にみる涙の表象

３　

宮
廷
生
活
の
暗
転

《
晴
の
出
発
》

五
巻
に
わ
た
る
作
品
の
冒
頭
を
み
よ
う
。

　

呉
竹
の
一
夜
に
春
の
立
つ
霞
、
今
朝
し
も
待
ち
出
で
顔
に
花
を

折
り
、
匂
ひ
を
争
ひ
て
な
み
ゐ
た
れ
ば
、
わ
れ
も
人
な
み
な
み
に

さ
し
出
で
た
り
。
莟
紅
梅
に
や
あ
ら
ん
七
つ
に
、
紅
の
袿
、
萌
黄

の
表
着
、
赤
色
の
唐
衣
な
ど
に
て
あ
り
し
や
ら
ん
。
梅
唐
草
を
浮

き
織
り
た
る
二
つ
小
袖
に
、
唐
垣
に
梅
を
縫
ひ
て
侍
り
し
を
ぞ
着

た
り
し
。 

（
11
頁
）

新
年
を
迎
え
た
宮
中
。
女
房
た
ち
が
着
飾
っ
て
出
仕
し
て
い
る
。
二

条
も
一
人
前
に
晴
れ
の
衣
を
身
に
纏
っ
て
列
席
し
た
。
初
々
し
さ
に
満

ち
た
書
き
出
し
で
あ
る
。
幼
い
頃
よ
り
慣
れ
親
し
ん
だ
宮
中
で
あ
る
が
、

こ
の
年
は
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
正
月
で
あ
っ
た
。
作
品
に
は
書
か
れ
て

は
い
な
い
が
、
前
年
に
二
条
は
裳
着
を
済
ま
せ
た
と
思
わ
れ
る⑤

。
大
人

の
衣
裳
で
迎
え
る
初
め
て
の
新
し
い
年
。
梅
の
形
象
と
赤
系
統
の
色
を

主
体
に
し
た
う
ら
若
い
女
性
ら
し
い
華
や
か
な
衣
裳
で
あ
る
。
た
だ
し
、

屈
託
な
く
衣
が
叙
述
さ
れ
る
の
は
、
冒
頭
の
こ
の
箇
所
に
限
ら
れ
る
。

《
失
意
の
衣
》

裳
着
は
結
婚
可
能
な
年
齢
に
達
し
て
か
ら
、
相
手
が
決
ま
っ
て
い
て
、

あ
る
い
は
見
当
を
つ
け
て
行
な
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
作
品
の
出
発
時

点
の
二
条
の
場
合
、
既
に
岩
佐
美
代
子
が
論
述
し
て
い
る⑥

通
り
、
雪
の

曙
（
西
園
寺
実
兼
）
と
婚
儀
の
予
定
が
あ
っ
た
と
考
え
得
る
。

し
か
し
、
急
転
直
下
、
事
態
は
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
晴
れ
や
か
に
出

仕
を
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
、
後
深
草
院
か
ら
「
こ
の
春
よ
り
は
た
の

む
の
雁
も
わ
が
方
に
よ
」（
12
頁
・
今
年
か
ら
お
前
の
娘
を
私
に
な
）

と
い
う
申
し
出
が
父
・
源
雅
忠
に
あ
り
、
父
が
そ
れ
を
承
諾
し
た
か
ら

で
あ
る
。
絶
対
権
力
に
は
抗
え
な
い
。

冒
頭
の
晴
着
の
次
に
作
品
に
書
か
れ
る
衣
は
、
雪
の
曙
か
ら
の
贈
り

物
で
あ
る
。
院
の
意
向
を
知
っ
た
雪
の
曙
か
ら
、「
つ
ば
さ
こ
そ
重
ぬ

る
こ
と
の
叶
は
ず
と
着
て
だ
に
慣
れ
よ
鶴
の
毛
衣
」（
12
頁
・
あ
な
た

と
夫
婦
に
な
る
こ
と
は
叶
わ
な
く
と
も
、
せ
め
て
こ
の
衣
を
身
に
着
け

て
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
）
と
い
う
歌
を
添
え
て
見
事
な
衣
裳
が
届
い
た
。

二
条
は
、

よ
そ
な
が
ら
慣
れ
て
は
よ
し
や
小
夜
衣
い
と
ど
袂
の
朽
ち
も
こ
そ

す
れ 

（
12
頁
）

（
本
論
中
の
『
と
は
ず
が
た
り
』
引
用
部
に
は
、「
泣
く
」
に
実
線
、「
涙
」

に
太
線
、
衣
に
関
す
る
表
現
に
波
線
を
付
す
）
あ
な
た
の
妻
で
も
な
い

の
に
着
慣
れ
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
、
た
だ
で
さ
え
悲
し

い
の
に
、
涙
に
濡
れ
て
袂
が
朽
ち
て
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う―
、
と
詠
ん
で
衣
裳
を
返
し
た
。

こ
の
衣
裳
は
岩
佐⑦

の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
婚
礼
の
た
め
に
整
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
希
望
は
失
意
と
悲
し
み
に
転
じ
た
。
晴
の
衣
は
〝
涙

（268）
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に
朽
ち
る
小
夜
衣
〞
で
し
か
な
い
。
身
体
を
包
む
衣
が
「
涙
で
朽
ち
る
」

の
は
、
身
体
的
接
触
を
断
た
れ
た
こ
と
を
も
暗
示
す
る
。

雪
の
曙
に
い
っ
た
ん
は
返
し
た
衣
裳
だ
っ
た
が
、「
契
り
お
き
し
こ

こ
ろ
の
末
の
変
ら
ず
は
一
人
片
敷
け
夜
半
の
狭
衣
」（
13
頁
・
お
約
束

し
た
お
気
持
ち
が
変
ら
な
い
の
で
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
お
召
し
く
だ
さ

い
）
の
歌
と
と
も
に
再
び
贈
ら
れ
て
き
た
。
二
条
は
法
皇
の
御
幸
の
折

に
身
に
着
け
て
雪
の
曙
の
意
向
に
応
え
、
院
か
ら
頂
戴
し
た
の
か
、
と

問
う
父
を
は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
。
将
来
の
秘
め
た
関
係
を
す
で
に
衣
は

予
兆
し
て
い
る
。

《
衣
が
示
す
凋
落
の
プ
ロ
セ
ス
》

以
後
、
衣
を
め
ぐ
っ
て
は
辛
い
出
来
事
が
付
き
纏
う
。
そ
の
資
格
も

な
い
の
に
二
条
が
「
三
衣
」
を
着
て
院
の
車
に
奉
仕
し
た
た
め
「
女
院

同
車
」
と
噂
さ
れ
て
い
る
と
東
二
条
院
が
抗
議
、
二
条
の
処
置
を
後
深

草
院
に
迫
り
、
院
が
弁
明
す
る
と
い
う
一
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
御
所

追
放
の
伏
線
の
ひ
と
つ
と
読
め
る
。

巻
三
巻
末
に
い
た
っ
て
、
理
由
も
告
げ
ら
れ
ず
御
所
退
出
を
命
じ
ら

れ
る
。（

上
略
）
今
日
や
限
り
と
思
へ
ば
、
よ
ろ
づ
の
草
木
も
目
と
ど
ま
ら

ぬ
も
な
く
、
涙
に
く
れ
て
侍
る
に
、
折
節
、
恨
み
の
人
参
る
音
し

て
、「
下
の
程
か
」
と
言
は
る
る
も
あ
は
れ
に
悲
し
け
れ
ば
、
ち

と
さ
し
出
で
た
る
に
、
泣
き
濡
ら
し
た
る
袖
の
色
も
よ
そ
に
し
る

か
り
け
る
に
や
、「
い
か
な
る
事
ぞ
」
な
ど
尋
ね
ら
る
る
も
、
問

ふ
に
つ
ら
さ
と
か
や
お
ぼ
え
て
、
物
も
言
は
れ
ね
ば
、
今
朝
の
文

取
り
出
で
て
、「
こ
れ
が
心
細
く
て
」
と
ば
か
り
に
て
、
こ
な
た

へ
入
れ
て
泣
き
ゐ
た
る
に
、「
さ
れ
ば
、
何
と
し
た
る
事
ぞ
」
と

誰
も
心
得
ず
。
／
大
人
し
き
女
房
達
な
ど
も
、
と
ぶ
ら
ひ
仰
せ
ら

る
れ
ど
も
、
知
り
た
り
け
る
事
が
な
き
ま
ま
に
は
、
た
だ
泣
く
よ

り
外
の
事
な
く
て
、 

（
202
〜
203
頁
）

突
然
で
動
転
し
て
泣
く
ば
か
り
、
雪
の
曙
（
恨
み
の
人
＝
西
園
寺
実
兼
）

に
も
事
情
が
わ
か
ら
な
い
、
慰
め
て
く
れ
る
女
房
た
ち
に
対
し
て
も
泣

く
よ
り
他
に
術
が
な
い
。
一
目
お
顔
を
と
、
後
深
草
院
に
面
会
す
る
が

事
態
は
絶
望
的
で
あ
っ
た
。

練
薄
物
の
生
絹
の
衣
に
、
薄
に
葛
を
青
き
糸
に
て
縫
物
に
し
た
る

に
、
赤
色
の
唐
衣
を
着
た
り
し
に
、
き
と
御
覧
じ
お
こ
せ
て
、「
今

宵
は
い
か
に
。
御
出
で
か
」
と
仰
せ
言
あ
り
。
何
と
申
す
べ
く
言

の
葉
も
な
く
て
候
ふ
に
、「
来
る
山
人
の
た
よ
り
に
は
、
訪
れ
ん

と
に
や
。─ 

青
葛
こ
そ
う
れ
し
く
も
な
け
れ 

─ 」
と
ば
か
り
御
口
ず

さ
み
つ
つ
、
女
院
の
御
方
へ
な
り
ぬ
る
に
や
、
立
た
せ
お
は
し
ま

し
ぬ
る
は
、
い
か
で
御
恨
め
し
く
も
思
ひ
参
ら
せ
ざ
ら
ん
。 

（
203

頁
）

院
は
「
退
出
す
る
の
か
」
と
尋
ね
、
着
て
い
た
衣
の
青
葛
の
刺
繍
に
な

ぞ
ら
え
て
「
繰
る
山
人
が
あ
っ
た
ら
、
ま
た
参
内
し
た
い
と
い
う
こ
と

か
、
そ
ん
な
青
葛
な
ん
て
う
れ
し
く
も
な
い
ね
」（─ 　
　

 ─ 

部
）
と
口
ず

（267）
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さ
み
な
が
ら
東
二
条
院
の
方
へ
赴
く
様
子
、
ど
ん
な
に
恨
め
し
く
思
い

申
し
上
げ
た
こ
と
か
。
泣
き
暮
れ
た
末
に
纏
う
青
葛
の
衣
は
、
冒
頭
の

梅
尽
し
の
華
や
ぎ
と
は
対
極
的
で
あ
る
。

《
権
力
構
造
と
二
条
の
位
置
》

二
条
の
人
生
は
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
絶
対
権
力
者
・
後
深
草
院
の
掌

中
に
あ
っ
た
。
院
の
寵
を
受
け
る
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
ぬ
運
命
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

寵
を
得
た
二
条
は
や
が
て
皇
子
を
身
籠
る
が
、
父
は
そ
の
誕
生
を
み

る
こ
と
な
く
世
を
去
る
。
も
し
、
父
が
存
命
で
あ
っ
た
な
ら
、
す
べ
て

が
違
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
雪
の
曙
の
妻
と
な
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
、

異
な
る
人
生
の
展
開
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
宿
命
的
に
許
さ
れ
ぬ
こ
と
だ
っ
た
。
二
条
の
母
は

少
年
で
あ
っ
た
後
深
草
院
の
元
服
の
折
の
添
臥
し
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る⑧

。
後
に
雅
忠
の
妻
と
な
っ
た
初
恋
の
女
性
の
子
の
誕
生
を
、
後
深

草
院
は
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
数
え
年
二
歳
で
母
を
亡
く
し
た
二
条
を
、

院
は
四
歳
よ
り
御
所
に
上
げ
て
慈
し
み
、
成
長
を
待
っ
て
寵
愛
し
た
の

で
あ
る
。

后
で
も
な
け
れ
ば
内
侍
で
も
な
い
、
し
か
も
後
見
の
な
い
二
条
の
地

位
に
制
度
上
の
保
証
は
な
い
。
家
の
な
い
女
と
し
て
宮
廷
に
在
っ
た
二

条
は
、
制
度
外
の
存
在
と
し
て
数
奇
な
生
涯
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

婚
約
者
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
雪
の
曙
と
二
条
は
、
父
亡
き
後
、

密
か
な
逢
瀬
を
重
ね
、
や
が
て
女
児
を
出
産
。
雪
の
曙
の
は
か
ら
い
で
、

院
の
御
子
を
早
産
し
た
と
偽
っ
て
危
機
を
逃
れ
た
。
そ
の
後
、
皇
子
の

死
と
い
う
悲
し
み
を
経
験
す
る
。
さ
ら
に
、
院
の
弟
君
の
高
僧
・
有
明

の
月
（
性
助
法
親
王
）
に
思
い
を
打
ち
明
け
ら
れ
、
ま
た
し
て
も
秘
密

を
持
つ
身
と
な
る
が
、
こ
れ
を
知
っ
た
院
は
二
人
を
保
護
す
る
立
場
を

と
る
。
有
明
の
子
も
二
人
（
一
人
は
有
明
の
死
後
）
出
産
し
て
い
る
。

院
は
亀
山
院
や
近
衛
大
殿
を
も
二
条
に
近
づ
け
る
。

実
は
、
二
条
を
め
ぐ
る
男
女
の
間
柄
は
す
べ
て
後
深
草
院
に
掌
握
さ

れ
て
い
る
。
秘
密
を
持
つ
自
由
さ
え
二
条
に
は
な
か
っ
た
。
雪
の
曙
の

妻
に
な
る
こ
と
を
知
る
や
、
二
条
を
わ
が
も
の
に
し
た
院
は
、
そ
れ
以

降
、
雪
の
曙
か
ら
目
が
離
せ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
黙
認
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
状
況
判
断
が
的
確
で
行
動
的
な
魅
力
あ
る
男
・
雪
の

曙
は
、
政
治
家
と
し
て
も
有
能
で
、
院
に
と
っ
て
手
強
い
相
手
で
あ
っ

た
。
曙
と
密
会
の
後
、
後
深
草
院
か
ら
文
が
送
ら
れ
、
歌
が
詠
ま
れ
て

い
る
。う

ば
玉
の
夢
に
ぞ
見
つ
る
小
夜
衣
あ
ら
ぬ
袂
を
重
ね
け
り
と
は

 

（
65
頁
）

岩
佐⑨

は
「
小
夜
衣
」
に
は
「
つ
ま
（
褄
・
妻
）
重
ね
」、
す
な
わ
ち

二
人
の
男
と
契
る
意
の
暗
示
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
院
は

感
づ
い
て
い
る
こ
と
を
二
条
に
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
介
入
は
し
な
い
。
雪
の
曙
に
わ
か
る
よ
う
に
二
条
に
男
性
を
近
づ

け
、
曙
か
ら
の
贈
り
物
と
知
り
つ
つ
二
条
の
衣
を
鵜
飼
に
遣
っ
て
し
ま

（266）
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う
な
ど
、
間
接
的
に
妨
害
す
る
に
と
ど
ま
る
。
曙
は
、
表
向
き
は
秘
密

を
貫
き
、
身
の
危
険
を
ス
マ
ー
ト
に
免
れ
た
。

有
明
の
月
は
対
照
的
で
あ
る
。
院
が
有
明
と
二
条
の
仲
を
許
し
た
の

は
寛
大
な
処
置
の
よ
う
に
見
え
て
、
二
人
を
封
じ
込
め
、
関
係
ご
と
支

配
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
有
明
の
死
は
自
滅
に
等
し
い
。
錯
綜
し
た

関
係
を
操
る
か
の
よ
う
に
院
は
楽
し
ん
で
も
い
た
が
、
曙
が
遠
ざ
か
り
、

有
明
が
世
を
去
り
、
そ
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と
き
、
二
条
の

宮
廷
生
活
は
終
わ
っ
た
。

冒
頭
の
十
四
歳
の
新
年
は
、
性
愛
の
対
象
と
し
て
後
深
草
院
を
頂
点

と
す
る
権
力
構
造
の
中
で
男
た
ち
に
翻
弄
さ
れ
る
出
発
に
他
な
ら
な

か
っ
た
。
子
ど
も
時
代
と
決
別
し
て
大
人
の
衣
裳
に
脱
ぎ
替
え
た
衣
の

袖
は
始
終
涙
に
濡
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

４　

二
条
の
涙
と
男
た
ち

《
後
深
草
院
》

和
歌
を
除
け
ば
、
院
が
泣
く
場
面
は
作
品
を
通
じ
て
少
な
い
。
二
条

が
目
に
し
た
例
は
、
御
嵯
峨
院
崩
御
の
折
に
１
例
、
死
を
前
に
し
た
二

条
の
父
雅
忠
と
向
き
合
っ
た
折
に
２
例
、
ま
た
、
有
明
の
月
と
二
条
の

仲
を
許
し
た
折
に
「
涙
ぐ
む
」
例
が
１
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

後
深
草
院
の
存
在
は
二
条
を
よ
く
泣
か
せ
た
。

光
源
氏
と
紫
の
上
に
模
す
る
よ
う
な
叙
述
の
後
深
草
院
と
二
条
の
関

係
は
涙
で
始
ま
る
。
新
枕
に
二
条
は
泣
き
な
が
ら
激
し
く
抵
抗
す
る
。

起
し
給
は
で
、
い
は
け
な
か
り
し
昔
よ
り
お
ぼ
し
そ
め
て
、
十
と

て
四
つ
の
月
日
を
待
ち
暮
ら
し
つ
る
、
何
く
れ
、
す
べ
て
書
き
続

く
べ
き
言
の
葉
も
な
き
程
に
仰
せ
ら
る
れ
ど
も
、
耳
に
も
入
ら
ず
、

た
だ
泣
く
よ
り
ほ
か
の
事
な
く
て
、
人
の
御
袂
ま
で
乾
く
所
な
く

泣
き
濡
ら
し
ぬ
れ
ば
、（
中
略
）
と
、
口
説
き
て
泣
き
ゐ
た
れ
ば
、

あ
ま
り
に
言
ふ
甲
斐
な
げ
に
お
ぼ
し
め
し
て
、
う
ち
笑
は
せ
給
ふ

さ
へ
、
心
憂
く
悲
し
。 

（
16
〜
17
頁
）

二
条
は
、
静
か
に
涙
す
る
の
で
は
な
く
、
院
の
衣
を
濡
ら
す
ほ
ど
に

泣
き
じ
ゃ
く
り
声
を
立
て
て
泣
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
の
幼
さ

に
院
が
お
笑
い
に
な
る
の
も
よ
け
い
に
情
け
な
い
。

還
御
の
後
、
院
よ
り
、
歌
が
送
ら
れ
て
く
る
。

あ
ま
た
年
さ
す
が
に
慣
れ
し
小
夜
衣
重
ね
ぬ
袖
に
残
る
移
り
香

 

（
18
頁
）

岩
佐⑩

は
、
こ
の
歌
に
は
院
の
側
か
ら
二
条
の
亡
き
母
へ
の
恋
慕
が
重

ね
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

次
の
日
は
容
赦
な
か
っ
た
。
院
は
暴
力
的
に
二
条
を
組
み
伏
せ
た
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

今
宵
は
う
た
て
情
け
な
く
の
み
当
り
給
ひ
て
、
薄
き
衣
は
い
た
く

綻
び
て
け
る
に
や
。 

（
20
頁
）

『
と
は
ず
が
た
り
』
ば
か
り
で
は
な
く
、
平
安
鎌
倉
期
の
物
語
も
日
記

も
、
現
代
の
小
説
や
映
画
の
よ
う
に
身
体
の
接
触
を
直
接
的
に
は
表
現

（265）
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し
な
い
。
二
条
は
一
晩
中
泣
い
て
い
た
（「
夜
も
す
が
ら
泣
き
濡
ら
し

ぬ
る
袖
の
上
」
21
頁
）。
涙
も
衣
も
間
接
的
な
身
体
表
現
と
し
て
実
に

重
い
。

そ
の
ま
ま
院
は
さ
ら
う
よ
う
に
二
条
を
御
所
に
連
れ
て
行
く
。
道
中

は
涙
が
と
ま
ら
な
い
（「
つ
ら
さ
を
添
へ
て
行
く
道
は
、
涙
の
ほ
か
は

言
問
ふ
方
も
な
く
て
、
お
は
し
ま
し
着
き
ぬ
。」
22
頁
）。
院
の
寵
を
受

け
る
身
と
し
て
新
た
な
生
活
が
始
ま
る
。
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
御
所
は
、

そ
れ
ま
で
と
は
意
味
を
変
え
た
。
先
の
こ
と
を
思
う
と
涙
が
と
ま
ら
な

い
（「
ま
た
涙
の
み
暇
な
き
に
」
22
頁
）。

御
所
で
は
院
と
二
条
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
贈
答
歌
が
交
わ
さ
れ
て

い
る
。か

く
ま
で
は
思
ひ
お
こ
せ
じ
人
知
れ
ず
見
せ
ば
や
袖
に
か
か
る
涙

を 
（
院
・
23
頁
）

わ
れ
故
の
思
ひ
な
ら
ね
ど
小
夜
衣
涙
の
聞
け
ば
濡
る
る
袖
か
な

 

（
二
条
・
24
頁
）

愛
す
る
人
を
思
っ
て
涙
す
る
と
い
う
表
現
は
和
歌
の
類
型
で
あ
る
。

二
条
詠
の
「
小
夜
衣
」
は
、
表
向
き
は
後
深
草
院
の
詠
「
あ
ま
た
年
…
」

に
唱
和
す
る
。
あ
る
い
は
雪
の
曙
の
存
在
が
念
頭
に
あ
ろ
う
か
。

少
女
か
ら
大
人
へ
の
通
過
儀
礼
的
な
出
来
事
を
、「
泣
く
」
か
ら
「
涙
」

へ
表
現
を
微
妙
に
変
容
さ
せ
な
が
ら
、
実
に
巧
み
に
叙
述
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

《
雪
の
曙
》

雪
の
曙
は
泣
か
な
い
男
で
あ
る
。
父
・
雅
忠
の
死
後
、
雪
の
曙
が
訪

ね
て
き
て
、
向
き
合
っ
て
話
を
す
る
機
会
を
得
る
。

昔
今
の
あ
は
れ
を
と
り
添
へ
て
、「
今
年
は
常
の
年
に
も
過
ぎ
て
、

あ
は
れ
多
か
る
。
袖
の
ひ
ま
な
き
。
一
年
の
雪
の
夜
の
九
献
の
式
、

常
に
逢
ひ
見
よ
と
か
や
も
、
せ
め
て
の
心
ざ
し
と
お
ぼ
え
し
」
な

ど
、
泣
き
み
笑
ひ
み
、
夜
も
す
が
ら
言
ふ
ほ
ど
に
、
明
け
行
く
鐘

の
声
聞
ゆ
る
こ
そ
、
げ
に
逢
ふ
人
か
ら
の
秋
の
夜
は
、
言
葉
残
り

て
鳥
な
き
に
け
り
。「
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
る
朝
帰
り
と
や
、
世
に
聞

え
ん
」
な
ど
言
ひ
て
、
帰
る
さ
の
名
残
も
多
き
心
地
し
て

 

（
46
〜
47
頁
）

存
命
中
の
父
が
、
二
人
の
結
婚
の
承
諾
を
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
昔
の

こ
と
を
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
雪
の
曙
は
語
っ
た
。
二
条
と
雪

の
贈
答
歌
に
は
、「
涙
」「
露
」「
袖
の
露
」「
袖
の
涙
」
が
詠
み
込
ま
れ

る
が
（
注
④
参
照
）、
曙
が
泣
い
た
記
述
は
散
文
で
は
こ
の
箇
所
の
み
。

そ
し
て
、
父
の
四
十
九
日
も
過
ぎ
た
頃
、
雪
の
曙
は
二
条
を
口
説
き

落
と
す
（「
長
き
夜
す
が
ら
、
と
に
か
く
に
言
ひ
つ
づ
け
給
ふ
さ
ま
は
、

げ
に
唐
国
の
虎
も
涙
落
ち
ぬ
べ
き
程
な
れ
ば
、」
51
頁
）。
多
難
が
予
想

さ
れ
る
秘
め
た
恋
の
幕
開
け
に
ひ
と
り
涙
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
運
命

へ
二
条
は
身
を
委
ね
て
い
く
。
や
が
て
曙
の
子
を
懐
妊
。
密
か
に
着
帯

す
る
に
つ
け
て
も
、
皇
子
懐
妊
の
折
の
父
を
思
い
出
し
涙
す
る
（「
故

大
納
言
の
「
い
か
に
か
」
な
ど
思
ひ
騒
が
れ
し
夜
の
事
、
思
ひ
出
で
ら
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れ
て
、
袖
に
は
露
の
ひ
ま
な
さ
は
」
68
頁
）。
そ
し
て
、
女
児
を
出
産
、

早
産
と
偽
り
、
手
際
よ
く
介
助
し
た
曙
が
嬰
児
を
連
れ
去
っ
た
。
こ
の

時
は
声
を
押
し
殺
し
て
二
条
は
泣
い
て
い
る
（「
袖
の
涙
は
し
る
か
り

け
る
に
や
（
中
略
）
人
知
れ
ぬ
音
を
の
み
袖
に
包
み
て
」
71
頁
）。

泣
か
な
い
男
・
雪
の
曙
に
は
他
の
男
た
ち
に
は
な
い
笑
い
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
来
訪
し
た
折
に
、
二
条
が
白
酒
を
好
む
こ
と
を
知
っ

た
雪
の
曙
は
、

「
か
し
こ
く
も
今
宵
参
り
て
け
り
。
御
わ
た
り
の
折
は
、
唐
土
ま

で
も
白
き
色
を
尋
ね
侍
ら
ん
」
と
て
、
う
ち
笑
は
れ
ぬ
る
ぞ
忘
れ

が
た
き
や
。
憂
き
節
に
は
、
こ
れ
程
な
る
思
ひ
出
で
、
過
ぎ
に
し

方
も
行
く
末
も
、
ま
た
あ
る
べ
し
と
も
お
ぼ
え
ず
よ
。 

（
55
頁
）

う
ま
い
具
合
に
今
夜
尋
ね
た
も
の
だ
、
唐
土
ま
で
も
求
め
て
白
酒
を
お

持
ち
し
ま
し
ょ
う
、
と
笑
う
雪
の
曙
（　
　

部
）。
二
度
と
帰
ら
ぬ
楽

し
い
時
間
の
共
有
。
こ
の
よ
う
な
場
面
は
他
に
な
い⑪

。

《
有
明
の
月
》

有
明
の
月
ほ
ど
、
よ
く
泣
い
た
男
は
い
な
い
。
前
述
し
た
作
品
中
の

涙
や
泣
く
表
現
に
関
す
る
用
例
が
、
二
条
に
続
い
て
多
い
の
が
有
明
で

あ
る
。「
袖
の
涙
」
30
例
中
、
24
例
は
主
体
が
二
条
で
あ
る
が
、
有
明

の
４
例
（
す
べ
て
散
文
）
は
そ
れ
に
次
ぐ
。
命
が
け
で
二
条
に
近
づ
い

た
有
明
は
逢
瀬
の
度
に
泣
く
の
で
あ
る
。

後
白
河
院
御
八
講
の
折
、
後
深
草
院
の
還
御
を
待
っ
て
い
る
間
、
有

明
の
月
が
昔
語
り
な
ど
を
す
る
う
ち
に
、
二
条
に
思
い
を
打
ち
明
け
る

と
い
う
思
い
が
け
な
い
展
開
に
な
る
。

（
上
略
）
の
ど
の
ど
と
う
ち
向
ひ
参
ら
せ
た
る
に
、
何
と
や
ら
ん
、

思
ひ
の
外
な
る
こ
と
を
仰
せ
ら
れ
出
し
て
、「
仏
も
心
ぎ
た
な
き

勤
め
と
や
お
ぼ
し
め
す
ら
ん
と
思
ふ
」
と
か
や
承
る
も
、
思
は
ず

に
不
思
議
な
れ
ば
、
何
と
な
く
ま
ぎ
ら
か
し
て
立
ち
退
か
ん
と
す

る
袖
を
さ
へ
ひ
か
へ
て
、「
い
か
な
る
暇
と
だ
に
、
せ
め
て
は
頼

め
よ
」
と
て
、
ま
こ
と
に
偽
り
な
ら
ず
見
ゆ
る
御
袖
の
涙
も
む
つ

か
し
き
に
、 

（
102
頁
）

ま
さ
し
く
涙
の
告
白
で
あ
る
。
そ
の
後
、
院
が
病
を
得
て
、
そ
の
延
命

供
の
た
め
に
有
明
の
月
が
参
上
す
る
。
こ
の
春
、「
袖
の
涙
の
色
」
を

見
せ
た
人
に
二
条
は
警
戒
は
す
る
が
、
ふ
と
し
た
折
を
捉
え
て
は
求
愛

し
、
文
を
遣
し
返
事
を
迫
る
。
二
条
が
「
夢
」
と
書
き
置
く
と
、
樒
の

枝
が
投
げ
ら
れ
、
葉
に
歌
が
書
い
て
あ
る―

「
樒
摘
む
暁
起
き
に
袖

濡
れ
て
見
果
て
ぬ
夢
の
末
ぞ
ゆ
か
し
き
」（
107
頁
）。
抗
い
つ
つ
心
惹
か

れ
て
い
き
、
結
ば
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

（
上
略
）「
仏
の
御
し
る
べ
は
、
暗
き
道
に
入
り
て
も
」
な
ど
仰
せ

ら
れ
て
、
泣
く
泣
く
抱
き
つ
き
給
ふ
も
、
あ
ま
り
う
た
て
く
お
ぼ

ゆ
れ
ど
も
、
人
の
御
た
め
、「
こ
は
何
事
ぞ
」
な
ど
言
ふ
べ
き
御

人
柄
に
も
あ
ら
ね
ば
、
忍
び
つ
つ
、「
仏
の
御
心
の
内
も
」
な
ど

申
せ
ど
も
叶
は
ず
。 

（
108
頁
）

仏
事
の
最
中
の
破
戒
は
有
明
の
月
の
涙
の
密
会
で
あ
る
。
二
条
も
「
後

（263）
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夜
の
程
に
、
今
一
度
、
必
ず
」
と
い
う
有
明
の
言
葉
に
従
い
、
逢
瀬
の

後
、
小
袖
を
交
換
す
る
。
ま
さ
し
く
衣
は
身
体
性
の
象
徴
で
あ
る
。

（
上
略
）
少
し
の
ど
か
に
見
奉
る
に
つ
け
て
も
、
む
せ
か
へ
り
給

ふ
気
色
、
心
苦
し
き
も
の
か
ら
、
明
け
行
く
音
す
る
に
、
肌
に
着

た
る
小
袖
に
、
わ
が
御
肌
な
る
御
小
袖
を
、
強
ひ
て
「
形
見
に
」

と
て
着
換
へ
給
ひ
つ
つ 

（
108
〜
109
頁
）

小
袖
の
褄
に
「
う
つ
つ
と
も
夢
と
も
い
ま
だ
分
き
か
ね
て
悲
し
さ
残

る
秋
の
夜
の
月
」
と
詠
ま
れ
た
陸
奥
紙
の
破
片
が
あ
る
。
切
羽
詰
っ
た

思
い
で
結
願
ま
で
た
び
た
び
密
会
を
重
ね
た
が
、
こ
の
ま
ま
続
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

夜
も
す
が
ら
泣
く
泣
く
契
り
給
ふ
も
、
身
の
よ
そ
に
お
ぼ
え
て
、

「
今
宵
ぞ
限
り
」
と
心
に
誓
ひ
ゐ
た
る
は
、
誰
か
は
知
ら
ん
。（
中

略
）
泣
く
泣
く
出
で
給
ひ
ぬ
る
気
色
は
、
げ
に
袖
に
や
残
し
置
き

給
ふ
ら
ん
と
見
ゆ
る
も
、
罪
深
き
ほ
ど
な
り
。 
（
117
頁
）

有
明
に
別
れ
を
告
げ
た
が
、
起
請
文
が
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
こ
に
は

い
か
に
二
条
を
恋
い
慕
っ
て
涙
に
暮
れ
て
い
る
か
（「
夜
は
よ
も
す
が

ら
面
影
を
恋
ひ
て
涙
に
袖
を
濡
ら
し
」
119
〜
120
頁
）
が
書
か
れ
て
い
る
。

二
条
は
「
今
よ
り
は
絶
え
ぬ
と
見
ゆ
る
水
茎
の
跡
を
見
る
に
は
袖
ぞ
し

を
る
る
」（
121
頁
）
の
歌
を
添
え
て
送
り
返
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
再
び

会
う
機
会
の
あ
っ
た
有
明
は
ま
た
も
や
涙
な
が
ら
に
語
り
（「
御
袖
の

涙
は
よ
そ
の
人
目
も
包
み
あ
へ
ぬ
程
な
り
。」
158
頁
）、
二
人
の
会
話
の

内
容
を
院
に
聞
か
れ
て
し
ま
う
。
有
明
の
月
は
さ
り
げ
な
さ
を
装
う
が
、

袖
の
涙
は
隠
し
よ
う
も
な
い
（「
入
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
さ
り
げ
な
き

由
に
も
て
な
し
給
へ
れ
ど
も
、
し
ぼ
り
も
あ
へ
ざ
り
つ
る
御
涙
は
、
包

む
袂
に
残
り
あ
れ
ば
、
い
か
が
御
覧
じ
咎
む
ら
ん
と
あ
さ
ま
し
き
に
、」

159
頁
）。
前
述
し
た
よ
う
に
、
後
深
草
院
は
二
人
の
仲
を
容
認
す
る
の

で
あ
る
。
二
条
に
と
っ
て
も
有
明
の
月
の
面
影
が
慕
わ
し
い
。
宿
縁
と

覚
悟
す
る
（「
袖
の
涙
に
残
る
心
地
す
る
は
、
こ
れ
や
逃
れ
ぬ
契
り
な

ら
ん
」
162
頁
）。「
飽
か
ず
重
ぬ
る
袖
の
涙
」
の
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
ぬ
関
係
に
身
を
投
じ
て
い
く
。

や
が
て
、
有
明
の
子
を
懐
妊
、
月
満
ち
て
生
ま
れ
た
男
児
を
前
に
有

明
の
月
は
「
昔
の
契
り
浅
か
ら
で
こ
そ
、
か
か
る
ら
め
」
な
ど
と
言
っ

て
、「
涙
も
せ
き
あ
へ
ず
、
大
人
に
物
を
言
ふ
や
う
に
口
説
き
給
ふ
」

（
187
頁
）
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
有
明
の
月
は
、
自
分
の
身
が
鴛
鴦
と

な
っ
て
二
条
の
身
体
に
入
る
夢
（
懐
妊
の
予
知
夢
で
あ
る
）
を
見
た
と

言
い
、「
あ
く
が
る
る
わ
が
魂
は
留
め
置
き
ぬ
何
の
残
り
て
物
思
ふ
ら

ん
」（
190
頁
）
と
い
う
後
朝
の
文
を
遣
す
。「
物
思
ふ
涙
の
色
を
く
ら
べ

ば
や
げ
に
誰
が
袖
か
し
を
れ
ま
さ
る
と
」（
190
頁
）
と
い
う
二
条
の
返

事
が
最
後
に
な
っ
た
。
有
明
は
病
を
得
て
不
帰
の
人
と
な
る
。

有
明
の
死
に
は
稚
児
が
泣
き
（
192
〜
193
頁
・
194
頁
）、
二
条
も
悲
し

み
と
懐
旧
の
涙
を
抑
え
き
れ
な
い
。
年
が
改
ま
っ
て
も
涙
と
縁
が
切
れ

な
い
（
194
〜
196
頁
・
198
頁
）。
二
条
詠
「
恋
ひ
忍
ぶ
袖
の
涙
や
大
井
川

逢
ふ
瀬
あ
り
せ
ば
身
を
や
捨
て
ま
し
」（
201
頁
）
の
後
、
遺
児
に
触
れ
、
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有
明
に
関
す
る
記
述
は
終
わ
る
。
そ
の
出
逢
い
か
ら
死
ま
で
、
涙
に
終

始
し
た
間
柄
で
あ
っ
た
。

《
男
た
ち
と
涙
》

後
深
草
院
は
無
論
の
こ
と
、
雪
の
曙
も
近
衛
大
殿
も
、
男
た
ち
に
は

他
に
も
生
き
る
場
が
あ
り
、
女
性
も
い
る
。
人
生
の
彩
り
と
し
て
恋
を

楽
し
む
ゆ
と
り
も
あ
る
。
二
条
に
と
っ
て
は
深
刻
で
重
大
な
こ
と
で
も

男
た
ち
に
は
さ
ほ
ど
で
は
な
い
。

し
か
し
、
泣
く
男
・
有
明
の
月
の
恋
情
は
、
禁
制
を
越
え
た
魂
の
奔

流
で
あ
る
。
泣
い
て
訴
え
る
一
途
な
情
熱
を
向
け
ら
れ
、
い
わ
ば
共
犯

関
係
の
よ
う
に
、
身
の
危
う
さ
を
二
条
も
共
有
し
て
い
た
。
果
て
は
二

人
の
仲
を
認
め
る
帝
王
の
寛
容
と
い
う
名
の
新
た
な
支
配
に
封
じ
込
め

ら
れ
る
。
先
の
見
え
な
い
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で
身
を
焼
く
エ
ロ
ス
の
極

致
を
涙
は
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

５　

後
深
草
院
の
存
在
の
意
味

《
下
巻
の
涙―

上
巻
と
の
相
違
》

御
所
を
追
わ
れ
た
二
条
は
出
家
を
し
た
。
巻
四
は
、
三
十
二
歳
に

な
っ
た
尼
姿
の
二
条
の
旅
立
ち
に
始
ま
る
。

下
巻
に
「
泣
く
」
の
用
例
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
す
が
、「
涙
」
の
記

述
は
少
な
く
な
い
。
来
し
方
を
懐
旧
し
、
遊
女
に
共
感
し
、
親
王
将
軍

上
洛
の
場
面
に
も
行
き
会
い
、
遊
義
門
院
に
出
逢
い
、
二
条
の
墨
染
の

袖
は
し
ば
し
ば
涙
に
濡
れ
て
い
る
。

「
男
女
の
間
柄
」
が
涙
の
主
た
る
理
由
で
あ
っ
た
上
巻
と
異
な
り
、

下
巻
の
涙
は
「
死
」
に
対
し
て
流
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
。
亡
き
人
々

の
菩
提
を
弔
っ
て
生
き
る
叙
述
に
「
涙
」
は
切
り
離
せ
な
い
（「
清
水

山
の
鹿
の
音
は
、
わ
が
身
の
友
と
聞
き
な
さ
れ
、
籬
の
虫
の
声
々
は
、

涙
言
問
ふ
と
悲
し
く
て
」
312
頁
、「
峯
の
鹿
野
原
の
虫
の
声
ま
で
も
同

じ
涙
の
友
と
こ
そ
聞
け
」
313
頁
、「
空
し
き
面
影
は
袖
の
涙
に
残
り
、

言
の
葉
は
な
ほ
夢
の
枕
に
と
ど
ま
る
。」
314
〜
315
頁
、「
す
る
墨
は
涙
の

海
に
入
り
ぬ
と
も
流
れ
ん
末
に
逢
ふ
瀬
あ
ら
せ
よ
」
316
頁
、「
峯
の
嵐

も
や
や
烈
し
く
、
滝
の
音
も
涙
争
ふ
心
地
し
て
、
あ
は
れ
を
尽
し
た
る

に
、
／
物
思
ふ
袖
の
涙
を
幾
入
と
せ
め
て
は
よ
そ
に
人
の
問
へ
か
し
」

319
頁
）。

裳
着
同
様
、
得
度
と
い
う
通
過
儀
礼
の
経
緯
は
作
品
に
は
書
か
れ
て

い
な
い
。
成
人
女
性
と
し
て
の
宮
廷
生
活
は
梅
に
始
ま
り
青
葛
に
終

わ
っ
た
。
裳
着
以
降
、
物
議
を
醸
し
、
悲
哀
と
結
び
つ
い
た
衣
裳
を
墨

染
の
衣
に
脱
ぎ
換
え
た
。
こ
の
過
程
に
、
身
体
性
も
表
象
さ
れ
る
。
性

愛
の
対
象
か
ら
二
条
は
降
り
た
の
で
あ
る
。
下
巻
で
は
、
上
巻
で
紙
幅

を
大
幅
に
割
い
て
叙
述
さ
れ
た
宮
中
で
関
わ
っ
た
男
た
ち
に
は
言
及
さ

れ
な
い
。
思
い
出
の
中
に
さ
え
登
場
し
な
い
。

し
か
し
、
涙
の
記
述
は
後
深
草
院
に
集
中
す
る
の
で
あ
る
。

（261）



13

『とはずがたり』にみる涙の表象

《
後
深
草
院
と
再
会
》

二
条
三
十
四
歳
と
思
わ
れ
る
二
月
、
石
清
水
八
幡
宮
で
院
に
再
会
、

久
々
の
逢
瀬
を
持
っ
た
。
院
は
身
に
着
け
て
い
た
三
小
袖
を
「
人
知
れ

ぬ
形
見
ぞ
。
身
を
放
つ
な
よ
」（
260
〜
261
頁
）
と
二
条
に
賜
わ
す
。
こ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
二
人
に
間
に
身
体
の
接
触
の
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
す
る
。
院
の
心
中
を
思
う
と
「
来
し
方
行
く
末
の
事
も
、
来
ん
世
の

闇
も
、
よ
ろ
づ
忘
れ
て
、
悲
し
さ
も
あ
は
れ
さ
も
、
何
と
申
し
や
る
方

な
き
」（
261
頁
）
心
情
に
な
る
。
小
袖
は
墨
染
の
下
に
重
ね
た
。

重
ね
し
も
昔
に
な
り
ぬ
恋
衣
今
は
涙
に
墨
染
の
袖

空
し
く
残
る
御
面
影
を
、
袖
の
涙
に
残
し
て
立
ち
侍
る
も
（
中
略
）

御
面
影
は
袖
の
涙
に
宿
り
て
、
御
山
を
出
で
侍
り
て
、
都
へ
と
北

へ
は
う
ち
向
け
ど
も
、
わ
が
魂
は
さ
な
が
ら
御
山
に
と
ど
ま
り
ぬ

る
心
地
し
て
帰
り
ぬ
。 
（
261
〜
262
頁
）

さ
ら
に
、
二
条
三
十
六
歳
と
思
わ
れ
る
九
月
、
伏
見
で
院
に
再
会
、

感
無
量
（「
世
を
宇
治
川
の
河
波
も
、
袖
の
湊
に
寄
る
心
地
し
て
275
頁
）、

涙
を
抑
え
き
れ
な
い
。

そ
の
嘆
き
こ
の
思
ひ
は
、
誰
に
愁
へ
て
か
慰
む
べ
き
と
思
へ
ど
も
、

申
し
表
す
べ
き
言
の
葉
な
ら
ね
ば
、
つ
く
づ
く
と
承
り
ゐ
た
る
に
、

音
羽
の
山
の
鹿
の
音
は
、
涙
を
す
す
め
顔
に
聞
え
、
即
成
院
の
暁

の
鐘
は
、
明
け
行
く
空
を
知
ら
せ
顔
な
り
。

鹿
の
音
に
ま
た
う
ち
添
へ
て
鐘
の
音
の
涙
言
問
ふ
暁
の
空

心
の
中
ば
か
り
に
て
や
み
侍
り
ぬ
。

　

さ
て
も
、
世
も
は
し
た
な
く
明
け
侍
り
し
か
ば
、
涙
は
袖
に
残

り
、
御
面
影
は
さ
な
が
ら
心
の
底
に
残
し
て
出
で
侍
り
し
に
、

 

（
275
〜
276
頁
）

二
条
は
こ
の
再
会
で
、
仏
道
修
行
の
女
の
身
、
頼
る
男
も
居
た
で
あ
ろ

う
（「
深
く
頼
め
、
久
し
く
契
る
よ
す
が
あ
り
け
ん
」
276
頁
）
と
い
う

院
の
疑
い
に
、
身
の
潔
白
を
き
っ
ぱ
り
と
弁
明
し
て
い
る
。

幼
少
の
昔
は
、
二
歳
に
し
て
母
に
別
れ
て
、
面
影
を
知
ら
ざ
る
恨

み
を
悲
し
み
、
十
五
歳
に
し
て
父
を
先
立
て
し
後
は
、
そ
の
心
ざ

し
を
偲
び
、
恋
慕
懐
旧
の
涙
は
い
ま
だ
袂
を
潤
し
侍
る
中
に
（
中

略
）
御
幸
・
臨
幸
に
参
り
あ
ふ
折
々
は
、
古
へ
を
思
ふ
涙
も
袂
を

潤
し
、
叙
位
・
叙
目
を
聞
く
、
他
の
家
の
繁
昌
、
傍
輩
の
昇
進
を

聞
く
た
び
に
、
心
を
傷
ま
し
め
ず
と
い
ふ
事
な
け
れ
ば
、
さ
や
う

の
妄
念
静
ま
れ
ば
、
涙
を
す
す
む
る
も
よ
し
な
く
侍
る
故
、
思
ひ

を
も
や
さ
ま
し
侍
る
と
て
、
あ
ち
こ
ち
さ
ま
よ
ひ
侍
れ
ば
、
或
る

時
は
僧
坊
に
と
ど
ま
り
、
或
る
時
は
男
の
中
に
ま
じ
は
る
。（
中

略
）
さ
る
べ
き
契
り
も
な
き
に
や
、
い
た
づ
ら
に
独
り
片
敷
き
侍

る
な
り
。 

（
278
〜
279
頁
）

旅
の
尼
と
し
て
男
た
ち
の
中
に
交
じ
り
も
し
た
が
、
そ
う
い
う
宿
縁
も

な
か
っ
た
と
み
え
、
男
女
の
契
り
を
結
ん
だ
こ
と
は
な
い
、
と
言
い

切
っ
て
い
る
。

（260）
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《
後
深
草
院
崩
御
》

そ
れ
か
ら
約
十
年
。
二
条
四
十
七
歳
の
時
、
後
深
草
院
の
病
を
知

る
。
ひ
と
り
心
を
痛
め
る
も
ど
か
し
さ
を
二
条
は
「
夢
な
ら
で
い
か
で

か
知
ら
ん
か
く
ば
か
り
わ
れ
の
み
袖
に
か
く
る
涙
を
」（
300
頁
）
と
詠

ん
で
い
る
。
西
園
寺
実
兼
（
も
は
や
雪
の
曙
と
し
て
の
登
場
で
は
な

い
）
を
訪
ね
、
何
と
か
面
談
叶
い
（「
袖
の
涙
も
人
目
あ
や
し
け
れ
ば
」

（
302
頁
）
と
気
兼
ね
も
し
て
い
る
）、
実
兼
の
は
か
ら
い
で
最
期
の
院
に

「
夢
の
や
う
に
見
参
ら
す
る
」（
303
頁
）
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
崩

御
。
伏
見
院
が
「
御
直
衣
の
御
袖
に
て
御
涙
を
払
は
せ
お
は
し
ま
し
し

御
気
色
」
を
「
さ
て
こ
そ
悲
し
く
見
参
ら
せ
」（
305
頁
）、
何
と
し
て
も

御
棺
を
一
目
と
願
う
二
条
は
履
物
が
脱
げ
た
ま
ま
裸
足
で
葬
送
の
車
を

追
う
。
途
中
に
山
科
中
将
の
「
墨
染
の
袖
も
し
ぼ
る
ば
か
り
な
る
気
色
」

を
見
て
「
さ
こ
そ
と
悲
し
」
と
共
感
し
（
305
頁
）、
痛
む
足
で
追
い
続

け
た
が
、
見
失
っ
て
し
ま
う
。

空
し
く
帰
ら
ん
こ
と
の
悲
し
さ
に
、
泣
く
泣
く
一
人
な
ほ
参
る
ほ

ど
に
、
夜
の
明
け
し
程
に
や
、
事
果
て
て
、
空
し
き
煙
の
末
ば
か

り
を
見
参
ら
せ
し
心
の
中
、
今
ま
で
世
に
永
ら
ふ
る
べ
し
と
や
思

ひ
け
ん
。（
中
略
）

露
消
え
し
後
の
御
幸
の
悲
し
さ
に
昔
に
帰
る
わ
が
袂
か
な

 

（
306
頁
）

こ
の
後
は
、
悲
哀
と
懐
旧
の
涙
に
く
れ
る
。
御
四
十
九
日
が
近
く
な
り
、

仏
事
を
聴
聞
し
て
「
頃
し
も
九
月
の
初
め
に
や
、
露
も
涙
も
さ
こ
そ
争

ふ
御
事
な
ら
め
と
、
御
簾
の
中
も
悲
し
き
に
」
308
頁
）
と
感
じ
、
眠
れ

ぬ
夜
に
「
古
き
を
偲
ぶ
涙
は
、
片
敷
く
袖
に
も
余
り
て
、
父
の
大
納
言

身
ま
か
り
し
こ
と
も
、
秋
の
露
に
争
ひ
侍
り
き
。」（
309
頁
）
父
の
世
を

去
っ
た
悲
し
み
に
重
ね
て
過
ご
す
。
一
周
忌
に
は
「
い
つ
と
な
く
乾
く

間
も
な
き
袂
か
な
涙
も
今
日
を
果
と
こ
そ
聞
け
」（
317
頁
）
と
詠
む
。

形
見
の
三
小
袖
も
供
養
の
布
施
と
し
て
手
離
し
て
い
く
。
熊
野
に
お

け
る
二
条
の
歌
、

あ
ま
た
年
慣
れ
し
形
見
の
小
夜
衣
今
日
を
限
り
と
見
る
ぞ
悲
し
き

 

（
321
頁
）

に
つ
い
て
、
岩
佐⑫

は
、「
院
の
初
夜
詠
に
唱
和
す
る
か
の
よ
う
」
に
詠

じ
て
「「
衣
」
を
め
ぐ
る
愛
執
の
半
生
の
と
じ
め
と
す
る
の
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。『
と
は
ず
が
た
り
』
の
作
品
構
成
の
周
到
さ
を
示
す

指
摘
で
も
あ
る
。
こ
の
過
程
に
も
涙
が
伴
う
（「
夢
覚
む
る
枕
に
残
る

有
明
に
涙
と
も
な
ふ
滝
の
音
か
な
」
321
〜
322
頁
）。

そ
し
て
、
三
回
忌
。
法
華
堂
に
新
し
い
御
影
が
安
置
さ
れ
た
の
を
拝

む
。

袖
の
涙
も
包
み
あ
へ
ぬ
さ
ま
な
り
し
を
、
供
僧
な
ど
に
や
、
並
び

た
る
人
々
、
あ
や
し
く
思
ひ
け
る
に
や
、「
近
く
寄
り
て
見
奉
れ
」

と
言
ふ
も
う
れ
し
く
て
、
参
り
て
拝
み
参
ら
す
る
に
つ
け
て
も
、

涙
の
残
り
は
な
ほ
あ
り
け
り
と
お
ぼ
え
て
、

露
消
え
し
後
の
形
見
の
面
影
に
ま
た
改
ま
る
袖
の
露
か
な

 

（
326
頁
）

（259）
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仏
事
の
間
涙
が
止
ま
ら
な
い
（「
す
べ
て
涙
は
え
と
ど
め
侍
ら
ざ
り
し

か
ば
、」
328
頁
）
が
、
三
回
忌
は
節
目
で
あ
る
。「
思
ひ
き
や
君
が
三
年

の
秋
の
露
ま
だ
乾
ぬ
袖
に
か
け
ん
も
の
と
は
」（
330
頁
）
を
最
終
歌
に
、

短
い
跋
文
を
付
し
て
『
と
は
ず
が
た
り
』
は
終
わ
る
。

《
後
深
草
院
の
存
在
の
意
味
》

上
巻
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
人
間
関
係
の
苦
悩
も
運
命
の
変
転
も
、
そ

の
要
因
は
後
深
草
院
を
頂
点
と
し
た
宮
中
と
い
う
構
造
の
中
の
女
性
と

し
て
の
位
置
に
あ
っ
た
。
無
論
、
二
条
に
は
こ
の
よ
う
な
近
代
的
な
意

識
は
明
確
に
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
寵
愛
さ
れ
、
理
由
も

定
か
で
な
く
御
所
を
追
わ
れ
た
無
念
さ
は
消
え
な
い
。
院
は
絶
対
権
力

で
二
条
を
守
り
、
縛
り
、
そ
し
て
捨
て
た
。
身
分
・
地
位
は
無
論
の
事
、

こ
の
意
味
で
後
深
草
院
は
他
の
男
た
ち
と
一
線
を
画
す
る
の
で
あ
る
。

生
き
て
い
る
う
ち
に
、
互
い
の
真
情
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
石
清
水
・
伏
見
の
再
会
で
叶
っ
た
。「
後
深
草
院
あ
っ
て
の
自
己
」

と
い
う
人
生
を
受
容
し
た
。
そ
の
上
で
こ
そ
崩
御
を
受
け
入
れ
、
菩
提

を
弔
う
こ
と
が
出
来
る
。
後
深
草
院
ゆ
え
に
作
品
の
最
後
ま
で
二
条
の

袖
は
涙
に
濡
れ
る
の
で
あ
る
。

６　

お
わ
り
に

近
代
以
前
の
人
々
の
感
情
表
現
は
き
わ
め
て
自
然
で
あ
っ
た
。
現
代

ほ
ど
泣
く
こ
と
に
対
す
る
制
限
は
な
か
っ
た
。
和
歌
表
現
に
典
型
的
な

よ
う
に
、
人
々
は
涙
を
文
化
的
に
豊
か
に
享
受
し
た
と
言
い
得
る
。
た

と
え
、
日
記
文
学
に
ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
る
作
品
に
涙
の
表
象
、
泣
く

場
面
が
少
な
く
と
も
、
作
者
や
周
囲
が
あ
ま
り
泣
か
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
書
き
手
が
書
く
素
材
と
し
て
選
択
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。『
と
は
ず
が
た
り
』
は
涙
の
表
象
・
泣
く
場
面
が
実
に
多
彩
で

あ
る
。
作
者
二
条
自
身
の
半
生
が
涙
と
縁
が
深
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ

ろ
う
が
、
書
く
主
体
と
し
て
の
二
条
は
、
ふ
さ
わ
し
い
表
現
手
段
と
し

て
意
図
的
に
涙
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

和
歌
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
物
語
文
学
、
日
記
文
学
に
飲
食
が
表

現
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
平
安
鎌
倉
期
の
貴
族
階
級
は
手
付
か
ず

の
自
然
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
。
都
は
剪
定
さ
れ
た
人
工
都
市
で
あ
る
。

生
産
に
直
接
携
わ
る
こ
と
の
な
い
貴
族
た
ち
は
、
学
問
、
芸
術
、
芸
能

を
尊
び
、
美
を
価
値
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
文
化

を
堪
能
し
た
貴
族
階
級
は
、
生
体
・
生
命
を
直
接
維
持
す
る
こ
と
の
表

現
を
避
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

飲
食
同
様
、
身
体
の
接
触
を
直
接
的
に
表
現
す
る
こ
と
も
な
い
。
し

か
し
、
貴
族
同
士
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
熾
烈
な
政
治
闘
争
も
あ

り
、
自
然
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
人
間
関
係
は
複
雑
に
な
る
。
宮
中
の
男
女

の
構
図
も
錯
綜
し
て
い
る
。
そ
の
只
中
に
生
き
た
二
条
の
類
稀
な
半
生

は
、
身
体
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
ま
い
。

喪
失
の
悲
哀
、
哀
悼
、
懐
旧
を
表
現
す
る
場
面
に
頻
出
す
る
「
涙
」
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今　関　敏　子

16

は
、
家
な
き
女
、
権
力
構
造
の
中
の
性
愛
の
対
象
と
い
う
存
在
性
を
表

象
す
る
。
精
神
性
の
み
な
ら
ず
、「
涙
」
が
「
衣
」
に
関
連
し
て
身
体

性
を
暗
示
す
る
点
に
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
特
質
は
あ
ろ
う
。

（
教
授　

日
本
文
学
）

注
本
論
中
の
引
用
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
と
は
ず
が
た
り
』（
福
田
秀
一

校
注
）
に
拠
る
。

① 

今
関
敏
子
「『
蜻
蛉
日
記
』
考―
「
涙
」
の
表
象
・「
泣
く
」
場
面
か
ら
」『
日

記
文
学
研
究
第
三
集
』
新
典
社　

２
０
０
９

② 

今
関
敏
子
「
王
朝
人
の
涙―

泣
く
男
・
泣
く
女
の
文
学
表
象
」
今
関
編
『
涙

の
文
化
学
ー
人
は
な
ぜ
泣
く
の
か
』
青
簡
舎　

２
０
０
９

③ 

②
に
同
じ
。

④ 

巻
一　

16
首

 

よ
そ
な
が
ら
慣
れ
て
は
よ
し
や
小
夜
衣
い
と
ど
袂
の
朽
ち
も
こ
そ
す
れ

（
二
条
↓
雪
の
曙
・
12
頁
）

 

か
く
ま
で
は
思
ひ
お
こ
せ
じ
人
知
れ
ず
見
せ
ば
や
袖
に
か
か
る
涙
を

（
院
↓
雅
忠
・
23
頁
）

 

わ
れ
故
の
思
ひ
な
ら
ね
ど
小
夜
衣
涙
の
聞
け
ば
濡
る
る
袖
か
な

（
二
条
↓
院
・
24
頁
）

 

わ
が
袖
の
涙
の
海
よ
三
瀬
河
に
流
れ
て
通
へ
影
を
だ
に
見
ん（

二
条
・
44
頁
）

 

さ
ら
で
だ
に
秋
は
露
け
き
袖
の
上
に
昔
を
恋
ふ
る
涙
添
ふ
ら
ん

（
院
↓
二
条
・
45
頁
）

 

思
へ
た
だ
さ
ら
で
も
濡
る
る
袖
の
上
に
か
か
る
別
れ
の
秋
の
白
露

（
二
条
↓
院
・
46
頁
）

 

別
れ
し
も
今
朝
の
涙
を
と
り
添
へ
て
置
き
重
ね
ぬ
る
袖
の
露
か
な

（
二
条
↓
雪
の
曙
・
47
頁
）

 

名
残
と
は
い
か
が
思
は
ん
別
れ
に
し
袖
の
露
こ
そ
ひ
ま
な
か
る
ら
め

（
雪
の
曙
↓
二
条
・
47
頁
）

 

忍
び
あ
ま
り
た
だ
う
た
た
ね
の
手
枕
に
露
か
か
り
き
と
人
や
咎
む
る

（
雪
の
曙
↓
二
条
・
47
頁
）

 

秋
の
露
は
な
べ
て
草
木
に
置
く
も
の
を
袖
に
の
み
と
は
誰
か
咎
め
ん

（
二
条
↓
雪
の
曙
・
48
頁
）

 

帰
る
さ
は
涙
に
く
れ
て
有
明
の
月
さ
へ
つ
ら
き
東
雲
の
空

（
雪
の
曙
↓
二
条
・
51
頁
）

 

帰
る
さ
の
袂
は
知
ら
ず
面
影
は
袖
の
涙
に
有
明
の
空（

二
条
↓
雪
の
曙
・
51
頁
）

 

秋
の
露
冬
の
時
雨
に
う
ち
添
へ
て
し
ぼ
り
重
ぬ
る
わ
が
袂
か
な（

二
条
・
56
頁
）

 

思
ひ
や
れ
過
ぎ
に
し
秋
の
露
に
ま
た
涙
し
ぐ
れ
て
濡
る
る
袂
を

（
二
条
↓
院
・
57
頁
）

 

重
ね
け
る
露
の
あ
は
れ
も
ま
だ
知
ら
で
今
こ
そ
よ
そ
の
袖
も
し
を
る
れ

（
院
↓
二
条
・
57
頁
）

 

君
だ
に
も
な
ら
は
ざ
り
け
る
有
明
の
面
影
残
る
袖
を
見
せ
ば
や

（
二
条
↓
院
・
59
頁
）

 

巻
二　

５
首

 

樒
摘
む
暁
起
き
に
袖
濡
れ
て
見
果
て
ぬ
夢
の
末
ぞ
ゆ
か
し
き

（
有
明
の
月
↓
二
条
・
107
頁
）

 

今
よ
り
は
絶
え
ぬ
と
見
ゆ
る
水
茎
の
跡
を
見
る
に
は
袖
ぞ
し
を
る
る

（
二
条
↓
有
明
の
月
・
121
頁
）

 

は
か
な
く
も
世
の
こ
と
わ
り
は
忘
ら
れ
て
つ
ら
さ
に
堪
へ
ぬ
わ
が
袂
か
な
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17

『とはずがたり』にみる涙の表象

（
隆
顕
↓
二
条
・
135
頁
）

 

わ
が
袖
の
涙
言
問
へ
時
鳥
か
か
る
思
ひ
の
有
明
の
空 

（
二
条
・
140
頁
）

 

夢
と
だ
に
な
ほ
わ
き
か
ね
て
人
知
れ
ず
押
ふ
る
袖
の
色
を
見
せ
ば
や

（
二
条
↓
近
衛
大
殿
・
151
頁
）

 

巻
三　

９
首

 

つ
ら
し
と
て
別
れ
し
ま
ま
の
面
影
を
あ
ら
ぬ
涙
に
ま
た
宿
し
つ
る

（
二
条
↓
有
明
の
月
・
164
頁
）

 

憂
し
と
思
ふ
心
に
似
た
る
根
や
あ
る
と
尋
ぬ
る
ほ
ど
に
濡
る
る
袖
か
な

（
雪
の
曙
↓
二
条
・
166
頁
）

 

憂
き
根
を
ば
心
の
外
に
か
け
そ
へ
て
い
つ
も
袂
の
乾
く
間
ぞ
な
き

（
二
条
↓
雪
の
曙
・
167
頁
）

 

契
り
こ
そ
さ
て
も
絶
え
け
め
涙
河
心
の
末
は
い
つ
も
乾
か
じ

（
二
条
↓
雪
の
曙
・
167
〜
168
頁
）

 

わ
が
袖
の
涙
に
宿
る
有
明
の
明
け
て
も
同
じ
面
影
も
が
な

（
二
条
・
173
頁
）

 

わ
が
身
こ
そ
い
つ
も
涙
の
隙
な
き
に
何
を
偲
び
て
鹿
の
鳴
く
ら
ん

（
二
条
・
177
頁
）

 

物
思
ふ
涙
の
色
を
く
ら
べ
ば
や
げ
に
誰
が
袖
か
し
を
れ
ま
さ
る
と

（
二
条
↓
有
明
の
月
・
190
頁
）

 

恋
ひ
忍
ぶ
袖
の
涙
や
大
井
川
逢
ふ
瀬
あ
り
せ
ば
身
を
や
捨
て
ま
し

（
二
条
・
201
頁
）

 

た
え
ず
涙
に
有
明
の
月 

（
院
・
223
頁
）

 

巻
四　

８
首

 

旅
の
空
涙
に
く
れ
て
行
く
袖
を
言
問
ふ
雁
の
声
ぞ
悲
し
き

（
二
条
・
251
頁
）

 

わ
が
袖
に
あ
り
け
る
も
の
を
涙
川
し
ば
し
止
れ
と
言
は
ぬ
契
り
に

（
資
宗
↓
二
条
・
252
頁
）

 

乾
さ
ざ
り
し
そ
の
濡
衣
も
今
は
い
と
ど
恋
ひ
ん
涙
に
朽
ち
ぬ
べ
き
か
な

（
二
条
↓
資
宗
・
253
頁
）

 

重
ね
し
も
昔
に
な
り
ぬ
恋
衣
今
は
涙
に
墨
染
の
袖

（
二
条
・
261
頁
）

 

何
と
な
く
都
と
聞
け
ば
な
つ
か
し
み
そ
ぞ
ろ
に
袖
を
ま
た
濡
ら
す
か
な

（
女
房
↓
二
条
・
268
頁
）

 

立
ち
帰
る
波
路
と
聞
け
ば
袖
濡
れ
て
よ
そ
に
鳴
海
の
浦
の
名
ぞ
憂
き

（
常
良
↓
二
条
・
273
頁
）

 

か
ね
て
よ
り
よ
そ
に
鳴
海
の
契
り
な
れ
ど
帰
る
波
に
は
濡
る
る
袖
か
な

（
二
条
↓
常
良
・
274
頁
）

 

鹿
の
音
に
ま
た
う
ち
添
へ
て
鐘
の
音
の
涙
言
問
ふ
暁
の
空

（
二
条
・
276
頁
）

 

巻
五　

11
首

 

手
に
な
れ
し
昔
の
影
は
残
ら
ね
ど
形
見
と
見
れ
ば
濡
る
る
袖
か
な

（
二
条
・
291
〜
292
頁
）

 

夢
な
ら
で
い
か
で
か
知
ら
ん
か
く
ば
か
り
わ
れ
の
み
袖
に
か
く
る
涙
を

（
二
条
・
300
頁
）

 

露
消
え
し
後
の
御
幸
の
悲
し
さ
に
昔
に
帰
る
わ
が
袂
か
な

（
二
条
・
306
頁
）

 

峯
の
鹿
野
原
の
虫
の
声
ま
で
も
同
じ
涙
の
友
と
こ
そ
聞
け

（
二
条
・
313
頁
）

 
す
る
墨
は
涙
の
海
に
入
り
ぬ
と
も
流
れ
ん
末
に
逢
ふ
瀬
あ
ら
せ
よ

（
二
条
・
316
頁
）

 

い
つ
と
な
く
乾
く
間
も
な
き
袂
か
な
涙
も
今
日
を
果
と
こ
そ
聞
け

（
二
条
・
317
頁
）

 

物
思
ふ
袖
の
涙
を
幾
入
と
せ
め
て
は
よ
そ
に
人
の
問
へ
か
し
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今　関　敏　子

18

（
二
条
・
319
頁
）

 

あ
ま
た
年
慣
れ
し
形
見
の
小
夜
衣
今
日
を
限
り
と
見
る
ぞ
悲
し
き

（
二
条
・
321
頁
）

 
夢
覚
む
る
枕
に
残
る
有
明
に
涙
と
も
な
ふ
滝
の
音
か
な（

二
条
・
321
〜
322
頁
）

 

露
消
え
し
後
の
形
見
の
面
影
に
ま
た
改
ま
る
袖
の
露
か
な

（
二
条
・
326
頁
）

 

思
ひ
き
や
君
が
三
年
の
秋
の
露
ま
だ
乾
ぬ
袖
に
か
け
ん
も
の
と
は

（
二
条
・
330
頁
）

⑤ 

今
関
敏
子
「『
と
は
ず
が
た
り
』
の
通
過
儀
礼
」
小
嶋
菜
温
子
編
『
王
朝
文

学
と
通
過
儀
礼
』
竹
林
舎　

２
０
０
７

⑥ 

岩
佐
美
代
子
「『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る
和
歌
と
表
現
」
女
流
日

記
文
学
講
座
第
五
巻
『
と
は
ず
が
た
り
・
中
世
女
流
日
記
文
学
』
勉
誠

社　

１
９
９
０

⑦ 

⑥
に
同
じ
。

⑧ 

⑤
に
同
じ
。

⑨ 

⑥
に
同
じ
。

⑩ 

⑥
に
同
じ
。

⑪ 

荻
原
さ
か
え
（「『
と
は
ず
が
た
り
』
の
笑
い
」
駒
沢
国
文
第
39
号
）
は
、「
癒

し
と
し
て
の
笑
い
」
の
典
型
と
述
べ
て
い
る
。

⑫ 

⑥
に
同
じ
。
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